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（2016年 11月） 

 

1 動機（経緯） 

ＪＡグループ大阪では、中央会・各連合会が一体となって大阪農業振興サポートセンター

を立ち上げ、大阪農業振興のための様々な取り組みを行っています。 

大阪府と連携して取り組んでいる「農の成長産業化推進事業」の一環として、新規就農者

に対して、自らが栽培できる研修農地を提供することを目的とし、新規就農「はじめの一

歩」村の取り組みを昨年度に続き実施しました。 

2 概要 

2018 年度の取り組みとしては、9 か月の実施期間の中で、19 名が所定研修課程を修了し

ました。研修課程の内容としては、富田林市内に研修圃場を置き、研修農場を活用した栽

培、収穫、販売という販売農家の一連の流れや、プロ農家との交流会やイベント等を実施

いたしました。 

3 成果（効果） 
参加者は将来の就農に向け積極的に取り組んでおり、農業者との交流の機会や農業に対す

る適性を見極める機会を提供することができました。 

4 今後の予定 2019年度も引き続き、新規就農者の育成事業として更なる充実を図ります。 

 


